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呼吸器感染症16例 に7432-Sを 使用 した。対象は41歳 から87歳 まで(平 均69.5歳)の 男性

10例,女 性6例 で,100な い し200mgを1日2回 あるいは3回 内服とし,期 間は5～21日,総

使用量は1.3～6.3gで あった。

臨床効果は著効1,有 効11,や ゝ有効2,無 効2例 であった。副作用は臨床的には特にみられ

ず,検 査成績上 トランスアミナーゼの上昇を2例 に,好 酸球増多を1例 に認めたが,い ずれも軽微

なもので治療終了後速やかに正常化した。
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7432-Sは 塩野義製薬研究所で開発された新経口用セ

フェム剤で,各 種β-lactamaseに 対 し安定であり,広

範囲のグラム陰性菌,一 部のグラム陽性菌に対 して抗菌

作用を有している。特に Eseherichia coti, Klebsiella

属, Proteus属, Haemophilus influenzae, Neisseria

gonorrhoeaeに 対 して極めて強力な抗菌活性を示す1)。

今回われわれは呼吸器感染症16例 に本剤を使用する

機会を得たのでその成績を報告する。

I. 対 象 と 方 法

1. 対 象

昭和61年4月 より同年7月 までの間に信楽園病院に

おいて外来あるいは入院治療を行なった16例(男 性10

例,女 性6例,41歳 か ら87歳 まで,平 均65.9歳)の

呼吸器感染症例に本剤を使用した。

疾患の内訳は,急 性気管支炎1例,肺 化膿症1例,慢

性気管支炎3例,気 管支拡張症2例,肺 気腫二次感染3

例,感 染を伴った気管支喘息3例,陳 旧性肺結核症に気

道感染をきたしたもの2例,肺 癌二次感染1例 である。

起因菌は11例 で判明 し,単 独菌は Streptococcus

pneumoniaeが4例, H.influenzaeが3例, β-

Streptococcus (A), Branhamella catarrhalis,

Klebsiella pneumoniaeが 各 々1例 よ り検 出 され,複

数 菌 と してS.pneumoniae+B. catarrhatisが1例 か

ら分離された。

2. 使用法 ・使用量

原則として食後内服とし,100mgな い し200 mgを

1日2回 あるいは3回 使用 した。100 mg 1日2回1例,

100mg3回12例,200mgを2回3例 であった。期間

は症例15の5日 が最短,症 例13の21日 が 最長で,総

使用量も症例15の1.3gが 最少,症 例13の6.3gが 最

多であった。

3. 効果判定基準,副 作用の検討

臨床効果の判定は臨床症状,検 査成績,胸 部レントゲ

ン所見の改善度,起 因菌の消長などより総合的に行い,

著 効(Excellent),有 効 (Good),や 、有 効(Fair),無

効(Poor),判 定 不 能 (Undetermined)の 五 段 階 評価

と した。

副 作 用 に つ い て は 使 用期 間 中 の 自他 覚 症 状 な らびに,

本 剤 使 用 前 後 に お け る 腎機 能(血 清 尿 素 窒 素: BUN,

ク レアチ ニ ン:Cr),肝 機 能(血 清 トラ ンス ア ミナ ーゼ;

GOT・GPT,ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ タ-ゼ: Al-P,,総

ビ リル ビ ン: T.Bi1),骨 髄 機 能(末 梢 血 ヘ マ トク リ ッ

ト: Ht,血 小 板 数:Platelet,白 血 球 数: WBC,好 中球

百 分比: Neutro),末 梢 血 好 酸球 百 分 比: Eesino,直 接

クー ム ス試 験:Coombsの 変 動 に つ いて 検 討 した。

II. 成 績(Table 1～4)

* 〒950新 潟市西有明町1-27
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Table 2 Overall clinical efficacy of 7432—S

Table 3. Bacteriological effect of 7432-S on isolated organisms

* : B. catarrhalis , P. aeruginosa 

(Case 9) (Case 15)

1. 臨床効果

著効1,有 効11,や ゝ有効2,無 効2例 の結果であっ

た。

急性気管支炎の症例iは,咳 嗽,膿 性痰に対 し

ofloxacin (OFLX>を 使用 したが嘔吐のため100mg 1

回の内服で中止し本剤に変更したもので,CRPが4+

か ら陰性化.S.pneumoniaeの 消失 もあって有効で

あった。

症例2は 基礎に糖尿病,陳 旧性肺結核症を有する肺化

膿症例で,胸 部X線 上左上肺野に空洞形成がみられたも

ので,200mg 1日2回14日 間 の内服 を行い有効で

あった。

慢性気管支炎の症例3はS.pneumoniaeに よる急性

増悪をきたしたため,本 剤100mg1日3回15日 間使用

したが,諸 症状の改善がみられず無効であった。症例4

は治療前のCRPが(-)で あ ったが,発 熱,膿 性痰が持

続 し,呼 吸困難の出現とともに喀痰から S.pneumoniae

とB,catarrhalisが 分離されたため本剤を使用 したも

ので,臨 床像の改善を得,有 効 とした。症例5はHe

influenecveに よる急性増悪で,各 臨床症状,検 査成績

の速やかな改善と起因菌の消失をみたため著効と考えら

れた。

症例6,7は 気管支拡張症例で,い ずれも有効であっ

た。症例6は 起因菌不明で症例7の K.pneumoniae

は減少にとどまった。

肺気腫例3例 も有効であった。症例8は 起因菌不明で

あったが,高 熱,膿 性痰が出現 し,呼 吸困難が極めて強

度となって入院 したもので,300mg 11日 間使用 した。

症例9,10は 気道感染によって高度の呼吸不全を反

復 して いたが,今 回はそれ ぞれ H.influenzae, S.

pneumoniaeが 喀痰 より検出され,前 者は B.catar-

rhalisに 交代 し,後 者は不変であった。

A群 β-Streptococcusが 分離された症例11の 気管

支喘息例は菌も消失して有効であった。多発性骨髄腫を

基礎に有する症例12は 起因菌不明であったが, 300mg

10日 間の内服で有効であった。症例13は B.catarrhatis
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Table 4 . Laboratory findings in 7432—S treatment

(B : before therapy, A : after therapy) * : Abnormal

が喀痰より検出され300mgを21日 間使用 したが症状

のわずかな改善をみたのみで,THR-221に 変更後病状

の好転,菌 消失を得た。

症例14は 陳旧性肺結核症に気道感染をきたしたもので,

39℃台の高熱が2日 後には解熱 し,急 速な諸症状の改善,

CRPの 陰性化を得ており,有 効と判定したが著効とす

るのが妥当かとも思われる。症例15は H.influenzae

か汾 離され本剤を使用したが, Pseudomonas aeruginosa

に菌交代し臨床的にも無効であった。

症例16はS.pneumoniaeに よ る肺癌二次感染例で,

臨床症状の若干の改善が得られたためやゝ有効とした。

S.pneumoniaeは 治療終了時消失していたが,5日 後

には再度検出されている。

疾患別の効果をみるとTable 2の ごとく有効以上の

有効率は75.0%と 比較的高い結果となった。慢性気道

感染症においても76.9%と 高い有効率であった。

起因菌が判明 した11例 の細菌学的効果は消失4,菌

交代2,減 少1,存 続2で 除菌率は54.5%で あった。



176 CHEMOTHERAPY NOV.1989

H.influeneae 3株(症 例5, 9, 15), Sipneumoniae ,

2株(症 例1, 6), β-Streptococcus (A) 1株(症 例

11)は いず れ も消 失 した が, S.pneumoniae 2株(症

例3, 10), B.catarrhalis 1株(症 例13)は 不 変 で,

K.pneumoniae 1株(症 例7)は 減 少,症 例4で 分 離

され たS.pneumoniaeとB.catarrhalisは 残 存 した。

又,症 例9で H.influenzaeか ら B.catarrhalisに,

症 例15で H.influenzaeか ら P.aerugtnosaに 菌 交 代

して い る。

菌 種 別 の 細 菌 学 的 効 果(Table 3)を み る と, H.

influenzaeに 対 して 極 め て 優 れ た 結 果 で あ る が, S,

pneumoniae, B.catarrhalisに 対 して は 良好 な結 果 は

得 られ なか った 。

2. 副 作 用

臨 床 的 に は 特 に み られ な か っ たが,Tabie 4の ご と

く検 査 成 績 上,症 例3で 使 用7日 後 にGOT, GPTの

上昇 をみ た。 本 剤 を そ の ま ゝ継 続 した と ころ正 常 化 した

が,本 剤 との 関 連 は 否定 出 来 な い と思 わ れ る。 症 例15

で 治 療 終 了3日 後 にGOTの 上 昇 を み て い る。 す で に

cefoperazone (CPZ)に 変 更 さ れ て い た が,CPZを 増

量 後 正 常 化 して お り本 剤 に よ る可 能 性 が高 い と思 わ れ る。

症 例9で 治 療 終 了 時 好 酸 球 増 多(11%,実 数 で517/

mm3)を きた して い るが,10日 後 に は 改善 を み て い る 。

症 例8の トラ ンス ア ミナ ー ゼ の上 昇 は 治療 前 よ り存在 し

本 剤 との 関連 は な い と思 わ れ る。

III. 考 按

呼 吸 器 感 染 症16例 に使 用 した結 果 は 著 効1,有 効11,

や 、有 効2,無 効2例 で全 体 の 有 効 率 は75.0%で あ り,

慢 性 気 道 感 染 症 にお いて も13例 中10例 有 効, 76.9%

と高 い有 効 率 を 示 した。

慢性気遭感染症の主かる起因菌である H.influenvae,

B.catarrhalisに 対 し本剤が優れた抗薗力を有 し, S.

pneumoniaeに 対 してもある程度の抗翻活性を示すこ

と,経 口剤であるため比較的軽症例を選択 して使用した

ことなどから妥当な結果と言えよう。

S,pneumeniae, B.catarrhati8に 対する細薗学的

効果が期待以下であったが,新 藁シンポジウムの鞭告2)

で もそれ程高いものでなく,両 菌種の感染において過度

の期待をもつことは慎むべきであろう。

副作用として検査成績上 トランスアミナーゼの上昇を

2例 に,好 酸球増多を1例 に認めたがいずれも軽度のも

のであうた。

本剤を呼吸器感染症に対して使用する際はその抗菌力が

H.influenaneに は優れているものの, S.pneumoniae,

B.catarrhalisに 対 してはや、劣 り, Staphyococcus

aureus, P.aeruginosaに 対 しては全 く効果が期待出

来ないこと,喀 痰中移行 も際立って良好とは言えない3)

ことから,起 因菌判明前に使用する場合,対 象は軽症例

に限定されるべきであろうと考えられる。
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We used a new oral cephem antibiotic, 7432-S, to treat 16 patients with respiratory tract 

infection, and to evaluate its efficacy and safety. The study was carried out from April to July 

1986. The patients consisted of 10 males and 6 females, aged 411•`87 years, the mean age being 

65. 9. 

7432-S was given two or three times a day at a dose of 100 mg or 200 mg. Therapy lasted 

from 5 •`21 days and the total dose was 1. 3•`6. 3 g. 

The therapeutic effect was excellent in 1 patient, good in 11, fair in 2, and poor in 2, with a 

high efficacy rate of 75. 0%. Laboratory tests revealed the elevation of transaminases in two 

cases and eosinophilia in another case. These findings were slight, however, and alleviated 

immediately after withdrawal of the drug.


